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第17期会長　蛭川正親

20周年おめでとう御座います。[image: image2.jpg]



第17期の会長を務めさせて頂きました蛭川で御座います。

会長を受けるに当りテーマがいるということで、以前から好きな言葉

「切り拓く」にさせて頂きました。

私の性格から余り先さきの計画を立ててやるのが苦手で、何時も

目の前のことを一生懸命すぐやるタイプです。仕事も、遊びも、ゴルフもとにかく

夢中でやります。

切り拓くの切ると言う字は、切（せつ）とも読みます。切とは一生懸命とか

真剣に、の意味があり何事にも真剣に取り組みたいとの願いから選択致しました。

オーナーズ会もマンネリ化を防ぐ為、新しい会員の確保、新しい事業をする委員会、

新しい社会貢献を始めようと切（せつ）なる思いからこのテーマに決めました。

お陰でこの年、新入会員10名以上、献血奉仕、チベットの学校建設への寄付を実行する事が

出来ました。皆様のご援助のたまものです。

これからもこの言葉を忘れないように致します。
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第18期会長　草地峰二

１８期テーマ  「育む」
こうして、いざ振返ってテーマについてコメントを聞かれるとは思いませんでした。が今思い出すと当時は景気も悪いし変な事件も多かったように思われます（今でも？）。

そんな中で会を運営していくにはどうしたら良いんだろうと悩みました。「健康な身体には健全な精神が宿る」とよく言われます。そうだ大きな事は出来ないが小さな事なら自分でも出来るじゃないか。私の一番好きな言葉「一隅を照らす」の精神を会員の皆様と供に育んでいけば委員会にも積極的に参加できるし、例会も活性化するのではないかと考えました。少しづつでもいいから周りの人々に影響を与えられる思いやりを持てる人になれたらという気持でテーマを決めました。


第19期会長　重光満広
　日経平均株価がバブル崩壊後最安値の７０００円台をつける時期に会長となりました。この年には、オーナーズ会と企業経営においても、今までと違ったことやらなければと考え、＜改革＞としました。そして、まず最初に例会の開始時間を５時から６時に変更しました。これにつきましては、皆さんの賛同を得て、すんなりと決まりました。次に、ここ数年毎年取りだ足されているのが、会則にある休会制度の見なおしです。それを見なおしする事にしまし、臨時総会にかけますと、反対意見を含めいろんな意見がでて、可決する事ができず、継続審議となりもう一度練り直し、５ヶ月後の予備総会でようやく可決する事が出来ました。エネルギーのいる改革といらない改革が有る事を勉強しました。

